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問合せ先  代表者役職・氏名 代表取締役社長　　　　　　　　井邉　博行

　　　　　　　責任者役職・氏名 専務取締役経営企画部長　　藤井　克巳 TEL ：(06) 6452 - 6345

1. 四半期財務情報の作成等に係る事項

　①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：無

　② 近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：有

　　　　（内容）

　③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：有

　　　　（内容） 連結 (除外）1社 ㈱トナミ加工

2. 平成19年 3月期第１四半期財務・業績の概況（平成18年 4月 1日 ～ 平成18年 6月30日）
(1)経営成績（連結）の進捗状況

百万円　％ 百万円　％ 百万円　％

19年 3月期第1四半期 35,650 △ 4.2 345 △ 56.9 271 △ 71.2
18年 3月期第1四半期 37,195 △ 6.6 801 88.9 941 54.3
（参考）18年 3月期 166,273 4,394 4,903

百万円　％ 円　　銭 円　　銭

19年 3月期第1四半期 3 △ 99.4 0.02 -
18年 3月期第1四半期 529 △ 8.0 4.04 -
（参考）18年 3月期 2,386 18.24 -
（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。

　[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等]

売    上    高 営  業  利  益 経  常  利  益

四半期（当期）純利益
１株当たり四半期
（当期）純利益

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
  

　当第１四半期のわが国経済は、緩やかな景気回復が確実性を増し、個人消費にも明るい兆しが見えてま
いりましたが、原油価格は高値のまま推移し、依然として資材価格、エネルギー価格などコスト高の経済
環境にありました。特に、輸入合板は、南洋材を中心に、環境保護のための伐採制限で現地の供給量が減
少すると共に、供給先が中国市場に大きくシフトして量的確保が困難となり、価格上昇を余儀なくされま
した。
　新設住宅着工戸数につきましては、本年４月及び５月の着工戸数が前年を上回り、持家の着工戸数に
も、僅かとはいえ回復の兆しが見られました。しかしながら、統計の着工戸数の伸びが、実需要に反映さ
れるのは２～３ヵ月を要するため、全体としては厳しい状況にありました。
　当社グループは、中期経営計画に基づき、基礎資材事業と高機能製品事業を中心に、供給体制の強化と
営業展開の強化、ならびに新製品投入を行いました。供給面では、独自の新素材の畳表生産設備の増強、
ドアの少量多品種・短納期への対応のための生産設備強化を行いました。営業面では、ダイライト耐力面
材及び床暖房の提案営業強化、耐震改修推進室の新設を行いました。新製品では、ダイライト化粧板「プ
レミアート」及び植林木活用床材「ビューティア」、一般消費者を対象にした除湿材のリテール製品「除
湿工房」を発売しました。また、合板価格高騰に伴うコスト高は、企業努力のみでは吸収困難であり、５
月～６月に一部製品の値上げ告知を行いました。しかしながら、合板価格高騰によるコスト高は予想以上
に大きく、かつ、ビルダーの低価格志向による価格競争が激化して、収益面で厳しいスタートになりまし
た。
　以上の結果、当第１四半期の売上高は356億50百万円（前年同期比95.8％）、営業利益は3億45百万円
（前年同期比43.1％）、経常利益は2億71百万円（前年同期比28.8％）、純利益は3百万円（前年同期比
0.6％）となりました。

従来、当社グループは、借上社宅の従業員負担部分を「賃貸料」として営業外収益に計上し
ておりましたが、これは実質的に「賃借料」を負担しているものであることから売上原価、
販売費及び一般管理費の「賃借料」を控除する方法に変更しました。この変更により、従来
の方法によった場合と比べ、売上原価が3百万円、販売費及び一般管理費が65百万円減少し、
営業利益が68百万円増加しておりますが、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える
影響はありません。



(2)財政状態（連結）の変動状況

百万円 百万円 ％ 円　　銭

19年 3月期第1四半期 138,083 45,363 31.3 329.99
18年 3月期第1四半期 136,617 39,701 29.1 303.50
（参考）18年 3月期 140,197 44,244 31.6 338.25

　【連結キャッシュ･フローの状況】

百万円 百万円 百万円 百万円

19年 3月期第1四半期 △ 3,307 △ 1,466 △ 674 9,386
18年 3月期第1四半期 650 △ 183 △ 1,168 7,963
（参考）18年 3月期 10,487 △ 188 △ 4,126 14,830

　[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等]

○　添付資料
　　　　四半期連結貸借対照表、（要約）四半期連結損益計算書など

以　　上

　[参考]　平成19年 3月期の連結業績予想（平成18年 4月 1日 ～ 平成19年 3月31日）
　第１四半期の業績は予定通り推移しており、平成18年 5月16日に公表しました業績予想に変更はありません。

　※  業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社グループが判断したものであり、為替変動等の潜在的なリスクや

  　　 不確実性が含まれています。この影響のため、実際の業績が記載の見通しとは異なる可能性があります。

　[業績予想に関する定性的情報等]

１株当たり純資産

投資活動による営業活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期　末　残　高

自己資本比率

キャッシュ・フロー
財務活動による
キャッシュ・フロー

総  資  産 純  資  産

　当第１四半期末における総資産は、1,380億83百万円となり、前連結会計年度末に比べて21億14百万円の
減少となりました。その主な要因は、現金及び預金、未払金の減少等によるものであります。

　（キャッシュ・フローの状況）
　当四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の残高は93億86百万円となり、前連結会計年度末と
比べて54億44百万円の減少となりました。
　「営業活動によるキャッシュ・フロー」は33億7百万円の支出となりました。主なプラス要因は、税金等
調整前四半期純利益2億57百万円、売上債権の減少額7億43百万円等であり、主なマイナス要因は、棚卸資
産の増加額33億45百万円、仕入債務の減少額18億8百万円等であります。
　「投資活動によるキャッシュ・フロー」は14億66百万円の支出となりました。主なプラス要因は、投資
有価証券の売却による収入4億1百万円等であり、主なマイナス要因は、有形固定資産の取得による支出12
億37百万円、投資有価証券の取得による支出8億91百万円等であります。
　「財務活動によるキャッシュ・フロー」は6億74百万円の支出となりました。主な要因は、長期借入金の
返済による支出9億42百万円等によるものです。

　経済環境は多少明るさを増しているとはいえ、新設住宅着工は楽観を許さない状況が予測される中、販
売競争、コスト競争は一層激化するものと思われます。また、合板価格高騰は、段階的に上昇を続け、か
つ、長期化することが予想され、製品価格に反映されるまでには、しばらく期間を要すると思われます。
　当社グループは、合板価格高騰の影響を直接的に受ける内装、住機関係製品の値上げの浸透を図ると共
に、付加価値が高い高機能製品群の売上拡大によって収益性の向上を図ってまいります。また、当社が得
意とする基礎資材（ダイライト、インシュレーションボード、ＭＤＦ）を合板価格の高騰を追い風に新需
要開拓、新顧客開拓を行い基礎資材の拡販を図ってまいります。さらに、成長市場であるリモデル市場の
拡大に努める一方、資材調達の改革とトータルコストダウンに努め、収益性の向上を図ってまいります。
　なお、平成19年 3月期（平成18年 4月 1日 ～ 平成19年 3月31日）の連結業績は当初（平成18年 3月期
決算発表時）の計画に対し、当第１四半期連結業績も想定した範囲内の実績であり、当初計画を達成でき
ると見込んでおります。個別業績予想についても同様であります。



1．四半期連結貸借対照表1．四半期連結貸借対照表1．四半期連結貸借対照表1．四半期連結貸借対照表

（単位:百万円、％）

当四半期 前年同四半期 （参考）

（平成19年3月期 （平成18年3月期

 第１四半期末）  第１四半期末）

金     額 金     額 金     額 増 減 率 金     額

(資産の部）

Ⅰ流動資産

現金及び預金  9,426  8,006 14,870
受取手形及び売掛金  25,527  26,543 26,176
棚卸資産  25,588  25,596 24,744
未成工事支出金  5,578  5,580 3,120
繰延税金資産  1,124  1,604 967
繰延ヘッジ損失 -  27 -        
その他  2,495  4,491 2,006
貸倒引当金 △ 122 △ 229 △ 175
　流動資産合計  69,616  71,618 71,708

Ⅱ固定資産

1 有形固定資産

建物及び構築物  12,801  13,261 12,964
機械装置及び運搬具  11,531  11,281 11,639
土地  13,996  14,345 13,996
建設仮勘定  1,703  312 681
その他  947  801 973
　有形固定資産合計  40,978  40,000 40,253

2 無形固定資産

ソフトウェア  378  431 416
連結調整勘定  1,514  1,604 1,538
その他  160  152 161
　無形固定資産合計  2,052  2,187 2,115

3 投資その他の資産

投資有価証券  16,199  11,978 16,887
長期貸付金  288  288 288
前払年金費用  4,302  4,481 4,329
繰延税金資産  2,166  3,340 1,949
その他  3,680  4,009 3,915
貸倒引当金 △ 1,198 △ 1,284 △ 1,247
　投資その他の資産合計  25,437  22,812 26,121
　固定資産合計  68,467  64,999 68,489

資産合計  138,083  136,617 140,197

△ 6.7
11.5
5.3
1.1

-       
△ 4.0
△ 35.1
△ 8.2

△ 5.6
5.3

△ 6.2

35.2

86
2,625
3,468
1,466

-        
△ 179

△ 1,174
△ 329

△ 90
8

△ 135

4,221

978 2.4

△ 53 △ 12.3

1,391 445.8
146 18.2

△ 2.8

△ 460
250

△ 349

△ 3.5
2.2

△ 2.4

△ 1,996
107

△ 2,002

17.7
△ 3.8
△ 0.0
△ 0.0
△ 29.9

△ 44.4
△ 46.7

△ 100.0

1,420
△ 1,016

△ 8
△ 2

△ 480
△ 27
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増　減
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（単位:百万円、％）

当四半期 前年同四半期 （参考）

（平成19年3月期 （平成18年3月期

 第１四半期末）  第１四半期末）

金     額 金     額 金     額 増 減 率 金     額

(負債の部）

Ⅰ流動負債

支払手形及び買掛金  22,127  23,013 21,427
短期借入金  10,766  10,173 10,045
一年以内に返済予定の
長期借入金  4,989  4,954 5,277

未払金  27,322  26,523 29,502
未払法人税等  180  516 1,973
未払消費税等  122  272 262
繰延税金負債 -  120 -        
賞与引当金  1,105  1,096 1,756
事業構造改革損失引当金  199 - 200
繰延ヘッジ利益 - - 29
その他  6,541  7,010 3,485
　流動負債合計  73,351  73,677 73,956

Ⅱ固定負債

社債  5,000  5,000 5,000
長期借入金  7,488  9,988 8,030
繰延税金負債  1,383  1,808 1,330
製品保証引当金  239 - 228
退職給付引当金  3,613  3,512 3,579
役員退職慰労引当金  676 - 668
連結調整勘定  124  121 116
その他  846  904 902
　固定負債合計  19,369  21,333 19,853
　負債合計  92,720  95,010  93,809

(少数株主持分)

少数株主持分 -  1,906 2,144
(資本の部)

Ⅰ資本金 -  13,150 13,150
Ⅱ資本剰余金 -  11,851 11,851
Ⅲ利益剰余金 -  13,610 14,977

Ⅳ -  1,498 4,459

Ⅴ為替換算調整勘定 - △ 388 △ 169
Ⅵ自己株式 - △ 20 △ 24

　資本合計 -  39,701  44,244

-  136,617  140,197

-        

-        

-        

-        

-        
-        

-        -        

-        
-        

-        
-        

△ 1,964
△ 2,290

2.9
-        
2.5

△ 6.4
△ 9.2
△ 2.4

101
676
3

△ 58

△ 425 △ 23.5
239 -        

-        -        
△ 2,500 △ 25.0

-        
-        

△ 6.7
△ 0.4

△ 65.1
△ 55.1
△ 100.0

0.8

△ 3.8
5.8

0.7

3.0

199
-        

△ 469
△ 326

△ 336
△ 150
△ 120

9

△ 886
593

35

799

科　　目
増　減 平成18年3月期
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-        

負債、少数株主持分
及び資本合計 - 

-        

その他有価証券評価差額金 -        

-        
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（単位:百万円、％）

当四半期 前年同四半期 （参考）

（平成19年3月期 （平成18年3月期

 第１四半期末）  第１四半期末）

金     額 金     額 金     額 増 減 率 金     額

(純資産の部)

Ⅰ株主資本

1 資本金  13,150 -        -        
2 資本剰余金  11,851 -        -        
3 利益剰余金  14,489 -        -        
4 自己株式 △ 24 -        -        
　　株主資本合計  39,466 - -        

Ⅱ評価・換算差額等

1 その他有価証券評価差額金  3,822 -        -        
2 繰延ヘッジ損益  2 -        -        
3 為替換算調整勘定 △ 127 -        -        
　　評価・換算差額等合計  3,697 - -        

Ⅲ少数株主持分  2,200 -        -        
　純資産合計  45,363 - -        

 138,083 - --        

-        
-        
-        
-        

-        
-        
-        

-        
-        
-        
-        
-        

-        
-        

-        
-        
-        
-        

負債、純資産合計

科　　目
増　減 平成18年3月期

-        
-        
-        
-        
-        
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（単位:百万円、％）

当四半期 前年同四半期 （参考）
（平成19年3月期 （平成18年3月期
　第１四半期） 　第１四半期）

金     額 金     額 金     額 増 減 率 金     額
Ⅰ売上高 35,650 37,195 △ 1,545 △ 4.2 166,273
Ⅱ売上原価 26,609 27,568 △ 959 △ 3.5 125,805
売上総利益 9,041 9,627 △ 586 △ 6.1 40,468

Ⅲ販売費及び一般管理費 8,696 8,826 △ 130 △ 1.5 36,074
営業利益 345 801 △ 456 △ 56.9 4,394

Ⅳ営業外収益 ( 208 ) ( 329 ) ( △ 121 ) △ 36.8 ( 1,395 )
受取利息及び配当金 114 138 △ 24 △ 17.4 221
雑収入他 94 191 △ 97 △ 50.8 1,174

Ⅴ営業外費用 ( 282 ) ( 189 ) ( 93 ) 49.2 ( 886 )
支払利息 109 77 32 41.6 466
雑損失他 173 112 61 54.5 420

経常利益 271 941 △ 670 △ 71.2 4,903
Ⅵ特別利益 ( 105 ) ( 62 ) ( 43 ) ( 1,398 )

貸倒引当金戻入額  102  2 100 23
投資有価証券売却益 -  38 △ 38 1,290
その他  3  22 △ 19 85

Ⅶ特別損失 (  119 ) (  111 ) ( 8 ) ( 2,028 )
固定資産除却損  12  14 △ 2 179
投資有価証券評価損  107  92 15 -        
その他 -  5 △ 5 1,849

 257  892 △ 635 △ 71.2 4,273

法人税、住民税及び事業税  118  614 △ 496 △ 80.8 2,613
法人税等調整額  71 △ 310 381 △ 122.9 △ 942
少数株主利益  65  59 6 10.2 216
四半期（当期）純利益  3  529 △ 526 △ 99.4 2,386

2．（要約）四半期連結損益計算書2．（要約）四半期連結損益計算書2．（要約）四半期連結損益計算書2．（要約）四半期連結損益計算書

税金等調整前四半期（当
期）純利益

平成18年3月期増　減
科　　目
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3．四半期連結キャッシュ・フロー計算書3．四半期連結キャッシュ・フロー計算書3．四半期連結キャッシュ・フロー計算書3．四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位:百万円）
当四半期 前年同四半期 （参考）

(平成19年3月期 (平成18年3月期
　第１四半期） 　第１四半期）
金     額 金     額 金     額

Ⅰ営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前当期純利益 257 892 4,273
減価償却費 793 713 3,100
固定資産除却損 12 14 179
固定資産売却益 △ 0 △ 1 △ 33
投資有価証券評価損  107  92 -           
投資有価証券売却益 -           △ 38 △ 1,290
連結調整勘定償却額  19 19 77
貸倒引当金の増減額 121 31 △ 43
賞与引当金の増減額 △ 652 △ 1,039 △ 374
事業構造改革損失引当金の増減額 △ 1 -           200
製品保証引当金の増減額  11 -           228
退職給付引当金の増減額 61 △ 242 △ 16
役員退職慰労引当金の増減額 8 - 668
受取利息及び受取配当金 △ 114 △ 138 △ 221
支払利息 109 77 466
為替差損益 △ 23 △ 15 △ 80
持分法による投資損益 △ 5 △ 13 △ 59
売上債権の増減額 743 3,007 3,017
棚卸資産の増減額 △ 3,345 △ 3,203 216
未収消費税等の増減額 △ 63 -           △ 179
仕入債務の増減額 △ 1,808 35 782
未払消費税等の増減額 △ 140 △ 231 △ 247
その他 2,463 1,814 1,685
小     計 △ 1,447 1,774 12,349

利息及び配当金の受取額 114 138 221
利息の支払額 △ 109 △ 77 △ 469
法人税等の支払額 △ 1,865 △ 1,185 △ 1,614

営業活動によるキャッシュ・フロー △ 3,307 650 10,487
Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △ 891 △ 200 △ 1,044
投資有価証券の売却による収入 401 346 2,721
有形固定資産の取得による支出 △ 1,237 △ 419 △ 2,120
有形固定資産の売却による収入  7  1 75
その他 254 89 180

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,466 △ 183 △ 188
Ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金増減額 662 314 △ 79
長期借入による収入  100  200 5,082
長期借入金の返済による支出 △ 942 △ 1,191 △ 8,100
自己株式増減額 -           △ 0 △ 4
配当金の支払額 △ 491 △ 491 △ 981
少数株主配当金の支払額 △ 3 △ 2 △ 44
その他 -  2 -           

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 674 △ 1,168 △ 4,126
Ⅳ現金及び現金同等物に係る換算差額 3 15 55
Ⅴ現金及び現金同等物の増減額 △ 5,444 △ 686 6,228
Ⅵ現金及び現金同等物の期首残高 14,830 8,649 8,649
Ⅶ連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 -           -           △ 47
Ⅷ現金及び現金同等物の期末残高 9,386 7,963 14,830
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